
㈱
リ
レ
ー
が
解
き
明
か
す
、省
エ
ネ
の
最
前
線「
Ｎ
Ｋ‒

15
」の
秘
密

何
か
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
実
現
す
る
省
エ
ネ
に
、企
業
と
し
て
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。答
え
は
否
だ
。㈱
リ
レ
ー
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
、

犠
牲
を
払
う
こ
と
な
く
大
き
な
節
電
効
果
を
実
現
。コ
ス
ト
削
減
な
ど
経
営
に
プ
ラ
ス
と
な
る
節
電
の
在
り
方
と
は
？

省
エ
ネ
と
快
適
性
の
ベ
ス
ト
バ
ラ
ン
ス

　

㈱
リ
レ
ー
は
、
自
社
開
発
の
豊

富
な
節
電
製
品
群
に
よ
る
省
エ
ネ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
す
る
企

業
だ
。

　

主
力
製
品
の
１
つ
で
あ
り
今

回
、
紹
介
す
る
の
が
快
適
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

「
Ｎ
Ｋ-

15
」。
施
設
の
空
調
機
器
、

照
明
器
具
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、Ｅ
Ｍ

Ｓ
）
主
装
置
等
か
ら
な
る
同
シ
ス

テ
ム
は
、
電
力
消
費
量
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
監
視
し
、
最
適
の
電
力

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
現
す
る
。

　

節
電
と
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
す

る
同
社
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
、
他
社
製
品

と
決
定
的
に
異
な
る
点
が
あ
る
。

そ
れ
は
施
設
内
の
空
調
を
中
心
と

し
た
電
機
設
備
毎
に
き
め
細
や
か

な
個
別
制
御
を
実
現
し
て
い
る
点
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だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
高
ま
り

を
受
け
、
世
に
数
多
く
の
省
エ
ネ

機
器
や
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
存
在
す
る
た

め
、
ど
う
い
っ
た
省
エ
ネ
機
器
や

Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
自
社
（
自
店
舗
）
に
導

入
す
れ
ば
良
い
の
か
、
頭
を
悩
ま

す
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
単
に

導
入
コ
ス
ト
や
電
力
の
削
減
率
と

い
っ
た
表
面
的
な
要
素
だ
け
で
、

製
品
を
導
入
す
る
と
場
合
に
よ
っ

て
は
後
々
、
痛
い
目
に
合
う
た
め

注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

施
設
内
の
電
力
消
費
状
況
を
き

め
細
か
に
制
御
す
る
た
め
に
は
、

施
設
内
の
人
の
数
や
動
き
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
把
握
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
同
社
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
で
は
、

ホ
ー
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
シ
ス
テ

ム
連
動
す
る
こ
と
で
、
営
業
施
設

内
の
人
数
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把

握
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
そ
の
上

で
稼
働
状
況
（
在
室
人
数
）
に
応

じ
、
空
調
を
中
心
と
し
た
電
機
設

備
を
個
別
に
自
動
制
御
。
例
え
ば

稼
働
率
の
高
い
コ
ー
ナ
ー
の
空
調

●電話
　06-7711-1322
●所在地（本社）
　大阪府大阪市中央区南船場
　1-14-6　リレービル
●ＷＥＢ
　www.re-ray.com
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快適エネルギーマネジメントシステム　ＮＫ‒15

株式会社リレー

ホール全体の電力消費量のみ計測し、
電力消費量を一括でコントロール

1年中、電気の無駄をカット！
企業の節電対策に貢献。

空調設備のローテーション運転制御により、需要電
力がピークとなる夏期はもちろん、1年を通して節
電に貢献する。

電力を自動ピークカット！
電気料金を大幅引き下げ。

使用状況に応じて空調設備を自動制御。使用電力を
ピークカットライン内に抑えることにより、契約電力
の超過を防ぎ、電気料金の大幅削減を実現する。

量
は
そ
の
ま
ま
に
す
る
一
方
、
稼

働
率
の
低
い
コ
ー
ナ
ー
の
空
調
量

は
抑
え
め
に
と
い
っ
た
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
運
用
を
実
現
す
る
。

　

空
調
等
の
個
別
制
御
が
も
た
ら

す
メ
リ
ッ
ト
は
、
来
店
客
１
人
ひ

と
り
の
快
適
性
の
維
持
に
尽
き

る
。
こ
れ
は
省
エ
ネ
施
策
を
実
施

す
る
上
で
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

何
故
な
ら
、
商
業
施
設
の
営
業
中

に
お
い
て
快
適
性
を
落
と
し
た
省

エ
ネ
施
策
で
は
、
集
客
力
ま
で
落

と
し
か
ね
な
い
か
ら
だ
。

　

加
え
て
、「
隣
合
わ
な
い
空
調

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
御
」「
営

業
時
間
中
は
サ
ー
モ
オ
フ
（
設
定

温
度
に
達
す
る
と
空
調
の
運
転
を

完
全
停
止
す
る
機
能
）
を
使
用
し

な
い
」
な
ど
、
よ
り
快
適
性
を
追

求
し
た
特
徴
を
合
わ
せ
持
つ
事

で
、
省
エ
ネ
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
両
立

を
前
提
と
し
た
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。

　

同
社
で
は
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の

運
用
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
う
。
そ
れ

が
上
図
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
支
援

サ
ー
ビ
ス
だ
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
シ
ス
テ
ム
導

入
施
設
の
電
力
消

費
状
況
を
デ
ー
タ

管
理
セ
ン
タ
ー
が

吸
い
上
げ
、
そ
の

内
容
を
同
社
の
監

視
セ
ン
タ
ー
と
、

導
入
企
業
に
送

信
。
エ
ネ
マ
ネ
監

視
セ
ン
タ
ー
で

は
、
電
力
消
費
に

つ
い
て
の
異
常
の

有
無
を
監
視
す
る

と
と
も
に
、
送
ら
れ
て
き
た
情
報

を
分
析
。
照
明
お
よ
び
空
調
の
使

い
方
に
無
駄
が
な
い
か
導
入
企
業

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
改
善
点

を
要
望
す
る
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
同
社
営

業
部
の
北
原
明
宏
部
長
代
理
は

「
弊
社
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
、『
機
器
を
入

れ
た
ら
○
％
削
減
で
き
ま
す
！
』

と
い
う
類
の
モ
ノ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
我
々
は
多
く
の
ホ
ー
ル
様
の

電
力
使
用
状
況
を
把
握
し
て
お

り
、
そ
の
デ
ー
タ
と
個
別
ホ
ー
ル

様
の
消
費
状
況
を
照
ら
し
合
わ

せ
、
改
善
を
提
案
で
き
ま
す
。
機

器
（
シ
ス
テ
ム
）
と
人
の
力
で
、

さ
ら
な
る
節
電
を
追
求
し
て
い
く

企
業
で
す
」
と
説
明
す
る
。

　

同
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
分

野
を
持
つ
複
数
の
会
社
が
統
合

し
、２
０
１
４
年
に
設
立
。
以
降
、

機
能
性
の
高
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
高

効
率
の
空
調
機
器
の
販
売
と
と
も

に
、
主
に
オ
フ
ィ
ス
・
商
業
施
設

向
け
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
＝
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）の
普

及
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
技
術

力
が
認
め
ら
れ
、
現
在
で
は
ダ
イ

キ
ン
工
業
の
空
調
機
器
の
一
部
に

リ
レ
ー
の
空
調
技
術
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
ほ
か
、
ダ
イ
キ
ン
空
調

機
特
工
店
と
し
て
の
認
定
も
取
得

済
み
だ
。
前
身
の
企
業
の
時
代
も

合
わ
せ
る
と
、
省
エ
ネ
に
関
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
は
10
数
年
に
も

及
ぶ
。

　

そ
ん
な
同
社
の
強
み
の
１
つ

が
、
エ
ネ
マ
ネ
事
業
者
（
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
）
と
し
て
採
択
さ
れ
て
い
る
と

い
う
点
だ
。
そ
し
て
、
エ
ネ
マ
ネ

事
業
者
が
提
供
す
る
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
企
業
側
は
様
々

な
メ
リ
ッ
ト
が
発
生
す
る
。

　

例
え
ば
省
エ
ネ
施
策
に
関
す
る

補
助
金
。
通
常
、
省
エ
ネ
に
関
す

る
補
助
金
の
補
助
率
は
１
／
３
だ

が
、
エ
ネ
マ
ネ
事
業
者
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
、
同
事
業
者
の
製
品
や

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
場
合
は
補

助
率
が
最
大
２
分
の
１
（※

設
置

費
含
め
て
）
と
な
る
。

　

ま
た
近
年
、
国
の
省
エ
ネ
促
進

施
策
で
注
目
を
集
め
る
の
が
デ
マ

ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス（
以
下
、Ｄ
Ｒ
）。

Ｄ
Ｒ
は
、電
力
需
要
ピ
ー
ク
時
に
、

電
力
会
社
と
企
業
が
協
力
し
て
節

電
す
る
こ
と
で
、
需
要
電
力
を
抑

え
、
使
用
で
き
る
電
力
を
創
り
出

す
取
組
み
だ
。
企
業
側
は
、
予
め

電
力
会
社
と
の
話
し
合
い
に
基
づ

い
た
形
で
使
用
電
量
を
抑
え
る
こ

と
で
、
そ
の
下
げ
幅
に
応
じ
て
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
得
ら
れ
る
。

　

北
原
部
長
代
理
は
「
Ｄ
Ｒ
は
事

前
に
電
力
会
社
と
話
し
合
う
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
弊
社
が
Ｂ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
対

応
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。Ｄ
Ｒ

の
考
え
で
は
、
あ
る
企
業
が
削
減

し
た
電
力
と
い
う
の
は
、
他
で
使

え
る
電
力
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、Ｄ
Ｒ
を
実
施

す
る
企
業
は
、
削
減
し
た
分
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
得
ら
れ
る
上
、

社
会
に
も
貢
献
で
き
ま
す
。Ｄ
Ｒ

に
対
応
で
き
る
弊
社
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、

こ
れ
も
他
社
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
の
大
き
な

違
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と

話
す
。

　

過
去
、
節
電
は
何
か
を
犠
牲
に

し
て
実
現
す
る
も
の
だ
っ
た
。
し

か
し
今
は
違
う
。
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
こ
な
か
っ
た
企
業
ほ
ど
、

そ
の
恩
恵
は
大
と
言
え
そ
う
だ
。

一般的な
デマンドコントロール機器

照明や空調を設備毎に計測し、
設備毎で空調等を制御。

来店客の快適性を維持しつつ、
電力消費量を削減。

エネルギーマネジメントシステム
『NK-15』

『NK-15』
エネルギーマネジメントシステム

エリア毎の在室人数・ホールの稼働状況を把握

［空調を中心とした電気設備］
稼働状況に応じた省エネ制御（自動制御）

空調照明照明 空調 換気

■システム構成図

ホールコンピュータ

ホ
ー
ル
コ
ン
と
連
動

在
室
人
数
を
把
握
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㈱
リ
レ
ー
は
、
自
社
開
発
の
豊

富
な
節
電
製
品
群
に
よ
る
省
エ
ネ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
す
る
企

業
だ
。

　

主
力
製
品
の
１
つ
で
あ
り
今

回
、
紹
介
す
る
の
が
快
適
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

「
Ｎ
Ｋ-

15
」。
施
設
の
空
調
機
器
、

照
明
器
具
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、Ｅ
Ｍ

Ｓ
）
主
装
置
等
か
ら
な
る
同
シ
ス

テ
ム
は
、
電
力
消
費
量
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
監
視
し
、
最
適
の
電
力

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
現
す
る
。

　

節
電
と
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
す

る
同
社
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
、
他
社
製
品

と
決
定
的
に
異
な
る
点
が
あ
る
。

そ
れ
は
施
設
内
の
空
調
を
中
心
と

し
た
電
機
設
備
毎
に
き
め
細
や
か

な
個
別
制
御
を
実
現
し
て
い
る
点

だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
高
ま
り

を
受
け
、
世
に
数
多
く
の
省
エ
ネ

機
器
や
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
存
在
す
る
た

め
、
ど
う
い
っ
た
省
エ
ネ
機
器
や

Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
自
社
（
自
店
舗
）
に
導

入
す
れ
ば
良
い
の
か
、
頭
を
悩
ま

す
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
単
に

導
入
コ
ス
ト
や
電
力
の
削
減
率
と

い
っ
た
表
面
的
な
要
素
だ
け
で
、

製
品
を
導
入
す
る
と
場
合
に
よ
っ

て
は
後
々
、
痛
い
目
に
合
う
た
め

注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

施
設
内
の
電
力
消
費
状
況
を
き

め
細
か
に
制
御
す
る
た
め
に
は
、

施
設
内
の
人
の
数
や
動
き
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
把
握
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
同
社
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
で
は
、

ホ
ー
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
シ
ス
テ

ム
連
動
す
る
こ
と
で
、
営
業
施
設

内
の
人
数
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把

握
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
そ
の
上

で
稼
働
状
況
（
在
室
人
数
）
に
応

じ
、
空
調
を
中
心
と
し
た
電
機
設

備
を
個
別
に
自
動
制
御
。
例
え
ば

稼
働
率
の
高
い
コ
ー
ナ
ー
の
空
調

■エネルギー管理支援サービス ～システム運用アドバイスにより、さらなる省エネを追求～■デマンドレスポンスによる創エネ

・省エネ診断報告書のご提供
・省エネアドバイスのご提供
・制御の最適化チューニングの実施

データ管理センター

エネマネ監視センター

・電力使用量をリアルタイムで表示
・複数拠点の日報・月報・年報を閲覧

事業者 PC

量
は
そ
の
ま
ま
に
す
る
一
方
、
稼

働
率
の
低
い
コ
ー
ナ
ー
の
空
調
量

は
抑
え
め
に
と
い
っ
た
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
運
用
を
実
現
す
る
。

　

空
調
等
の
個
別
制
御
が
も
た
ら

す
メ
リ
ッ
ト
は
、
来
店
客
１
人
ひ

と
り
の
快
適
性
の
維
持
に
尽
き

る
。
こ
れ
は
省
エ
ネ
施
策
を
実
施

す
る
上
で
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

何
故
な
ら
、
商
業
施
設
の
営
業
中

に
お
い
て
快
適
性
を
落
と
し
た
省

エ
ネ
施
策
で
は
、
集
客
力
ま
で
落

と
し
か
ね
な
い
か
ら
だ
。

　

加
え
て
、「
隣
合
わ
な
い
空
調

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
御
」「
営

業
時
間
中
は
サ
ー
モ
オ
フ
（
設
定

温
度
に
達
す
る
と
空
調
の
運
転
を

完
全
停
止
す
る
機
能
）
を
使
用
し

な
い
」
な
ど
、
よ
り
快
適
性
を
追

求
し
た
特
徴
を
合
わ
せ
持
つ
事

で
、
省
エ
ネ
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
両
立

を
前
提
と
し
た
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。

　

同
社
で
は
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の

運
用
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
う
。
そ
れ

が
上
図
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
支
援

サ
ー
ビ
ス
だ
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
シ
ス
テ
ム
導

入
施
設
の
電
力
消

費
状
況
を
デ
ー
タ

管
理
セ
ン
タ
ー
が

吸
い
上
げ
、
そ
の

内
容
を
同
社
の
監

視
セ
ン
タ
ー
と
、

導
入
企
業
に
送

信
。
エ
ネ
マ
ネ
監

視
セ
ン
タ
ー
で

は
、
電
力
消
費
に

つ
い
て
の
異
常
の

有
無
を
監
視
す
る

と
と
も
に
、
送
ら
れ
て
き
た
情
報

を
分
析
。
照
明
お
よ
び
空
調
の
使

い
方
に
無
駄
が
な
い
か
導
入
企
業

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
改
善
点

を
要
望
す
る
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
同
社
営

業
部
の
北
原
明
宏
部
長
代
理
は

「
弊
社
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
、『
機
器
を
入

れ
た
ら
○
％
削
減
で
き
ま
す
！
』

と
い
う
類
の
モ
ノ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
我
々
は
多
く
の
ホ
ー
ル
様
の

電
力
使
用
状
況
を
把
握
し
て
お

システム導入企業のPCにも、電気使用量をリアルタイムで表示。電気使用量の閲覧は、
企業関係者の省エネ意識や、知識・ノウハウの向上を実現する上で欠かせない機能だ。
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緊急逼迫時の遠隔制御

り
、
そ
の
デ
ー
タ
と
個
別
ホ
ー
ル

様
の
消
費
状
況
を
照
ら
し
合
わ

せ
、
改
善
を
提
案
で
き
ま
す
。
機

器
（
シ
ス
テ
ム
）
と
人
の
力
で
、

さ
ら
な
る
節
電
を
追
求
し
て
い
く

企
業
で
す
」
と
説
明
す
る
。

　

同
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
分

野
を
持
つ
複
数
の
会
社
が
統
合

電力会社 BEMSアグリゲーター
※㈱リレー

企業
※パチンコホール

し
、２
０
１
４
年
に
設
立
。
以
降
、

機
能
性
の
高
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
高

効
率
の
空
調
機
器
の
販
売
と
と
も

に
、
主
に
オ
フ
ィ
ス
・
商
業
施
設

向
け
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
＝
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）の
普

及
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
技
術

力
が
認
め
ら
れ
、
現
在
で
は
ダ
イ

キ
ン
工
業
の
空
調
機
器
の
一
部
に

リ
レ
ー
の
空
調
技
術
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
ほ
か
、
ダ
イ
キ
ン
空
調

機
特
工
店
と
し
て
の
認
定
も
取
得

済
み
だ
。
前
身
の
企
業
の
時
代
も

合
わ
せ
る
と
、
省
エ
ネ
に
関
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
は
10
数
年
に
も

及
ぶ
。

　

そ
ん
な
同
社
の
強
み
の
１
つ

が
、
エ
ネ
マ
ネ
事
業
者
（
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
）
と
し
て
採
択
さ
れ
て
い
る
と

い
う
点
だ
。
そ
し
て
、
エ
ネ
マ
ネ

事
業
者
が
提
供
す
る
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
企
業
側
は
様
々

な
メ
リ
ッ
ト
が
発
生
す
る
。

　

例
え
ば
省
エ
ネ
施
策
に
関
す
る

補
助
金
。
通
常
、
省
エ
ネ
に
関
す

る
補
助
金
の
補
助
率
は
１
／
３
だ

が
、
エ
ネ
マ
ネ
事
業
者
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
、
同
事
業
者
の
製
品
や

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
場
合
は
補

助
率
が
最
大
２
分
の
１
（※

設
置

費
含
め
て
）
と
な
る
。

　

ま
た
近
年
、
国
の
省
エ
ネ
促
進

施
策
で
注
目
を
集
め
る
の
が
デ
マ

ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス（
以
下
、Ｄ
Ｒ
）。

Ｄ
Ｒ
は
、電
力
需
要
ピ
ー
ク
時
に
、

電
力
会
社
と
企
業
が
協
力
し
て
節

電
す
る
こ
と
で
、
需
要
電
力
を
抑

え
、
使
用
で
き
る
電
力
を
創
り
出

す
取
組
み
だ
。
企
業
側
は
、
予
め

電
力
会
社
と
の
話
し
合
い
に
基
づ

い
た
形
で
使
用
電
量
を
抑
え
る
こ

と
で
、
そ
の
下
げ
幅
に
応
じ
て
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
得
ら
れ
る
。

　

北
原
部
長
代
理
は
「
Ｄ
Ｒ
は
事

前
に
電
力
会
社
と
話
し
合
う
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
弊
社
が
Ｂ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
対

応
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。Ｄ
Ｒ

の
考
え
で
は
、
あ
る
企
業
が
削
減

し
た
電
力
と
い
う
の
は
、
他
で
使

え
る
電
力
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、Ｄ
Ｒ
を
実
施

す
る
企
業
は
、
削
減
し
た
分
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
得
ら
れ
る
上
、

社
会
に
も
貢
献
で
き
ま
す
。Ｄ
Ｒ

に
対
応
で
き
る
弊
社
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、

こ
れ
も
他
社
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
の
大
き
な

違
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と

話
す
。

　

過
去
、
節
電
は
何
か
を
犠
牲
に

し
て
実
現
す
る
も
の
だ
っ
た
。
し

か
し
今
は
違
う
。
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
こ
な
か
っ
た
企
業
ほ
ど
、

そ
の
恩
恵
は
大
と
言
え
そ
う
だ
。

①節電要請 ①DR発動

②DR実施の報告 ②DRによる節電

③対価の受取り ③インセンティブの支払い

経営支援特集_耳より！ 効果絶大の節電対策

大阪府大阪市中央区にある㈱リ
レーの本社ビル。

㈱リレー営業部
北原明宏部長代理

51 2023.10

デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
や

補
助
金
申
請
に
も
対
応

導
入
後
の
運
用
も

サ
ポ
ー
ト

デマンドレスポンスとは…電力の供給と需要のバランスを保つ仕組み。企業側が積極的に
電力使用を調整することで、その分のインセンティブが得られる制度。


